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－京都大学の「卓越した知の創造」を支える－

学術研究支援室について

MESSAGE

京都大学は 1897年の創立以来、「自重自敬」の精神に基づき自由な学風を育み、創造的な学問の世界を切り拓い
てきました。これまでに 9人のノーベル賞受賞者、2人のフィールズ賞受賞者ら、世界を代表する先導的な研究者
を輩出し、西田哲学、霊長類学など世界に類のない新しい発想や学問を生み出しています。これらの伝統を継承

しつつ、最先端の研究推進を通じて学生や研究者の能力を高め、それぞれを活躍の場へと送り出すことを目標と

するWINDOW構想の実現には、研究者らが国や分野を越えて異なる能力や発想に出会い、協力関係を形作る場
を提供していくことが重要です。

そのため本学では、平成 24年度より、研究担当理事直下に学術研究支援室（KURA）を設置し、大学の改革、
研究力強化、国際化等を戦略的に支援・推進するリサーチ・アドミニストレーター（URA）を配置しています。
現在 KURAは、本学の機能強化や部局等の学内組織間連携、国際化、研究環境改善などを支援・推進するとともに、
本学の強みを生かした学際融合研究シーズの育成、大学の国際的なプレゼンスの向上などに資する多様なプロ

グラムを運営しており、WINDOW構想に基づく大学改革を推進するために不可欠な組織として定着しつつあ
ります。今後もさらにこの研究支援体制を充実し，日本におけるリサーチ・アドミニストレーション組織のモ

デルとなるよう努めてまいりますので、皆様のご理解とご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

京都大学
総長　山極壽一
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学術研究支援室は平成 28年 4月新体制でスタートしました。
学術研究支援室は、平成 23年度の文部科学省「リサーチ・アドミニストレーター（URA）を育成・確保するシ
ステム整備」事業の補助を受け、8人の URAで発足しました。その後、平成 25年度の「研究大学強化促進事業」
により増員し、平成 26年度には当初の 3倍の室員数を擁する組織となりました。この拡充により、外部資金獲得
支援業務に加えて研究活動の国際化、研究情報基盤の整備、産官学連携業務の支援、異分野融合研究の推進など、

京都大学の研究力強化に繋がる様々な支援活動を、全学の研究支援組織や事務組織と協力して実施してきました。

一方、平成 26年度には学内各部局の研究支援を目的として 8地区に部局 URA組織が設置され、教員および研
究者と「顔が見える」関係を作りながら、当該部局所属の地区を主な活動の場として、さまざまな支援活動を

展開してきました。

これら二つの URA組織、学術研究支援室と部局 URA組織は、役割や活動内容がやや異なるものの、京都大学の
研究力強化という共通の目標のもとに京都大学URAネットワークを形成し、協力し合いながら活動してきましたが、
より質の高い充実した研究支援を実施するため、平成 28年 4月に二つのURA組織を一体化して新しい体制の学
術研究支援室を発足させ、学術研究支援棟に研究支援業務のプロフェッショナル約 40人が一同に集結しました。

京都大学は、地球社会の調和ある共存に貢献すべく、世界を先導する質の高い先端的学術研究を推進して、多

様な研究の発展と、その成果を世界共通の資産として社会に還元する責務を果たし、国際的にも高い評価を受

けてきています。新しい学術研究支援室は、こうした京都大学の「卓越した知の創造活動」をより強力に支え

るべく、大きくなった組織のスケールメリットを活かして、柔軟かつ活発な連携を促進し、専門性を考慮した

適切な人材を配置して、多様な支援要請へ対応できる組織となるように力を尽くします。また、研究環境の整

備ならびに研究推進支援活動の質向上のために、独自のユニークな研究支援企画の開発やその実施にも積極的

に取組んでいきます。さらに、支援サービスのご案内や活動成果につきましては、本ウェブサイト等で積極的に

情報発信していきます。今後とも、学術研究支援室の活動にご理解とご支援を賜りますよう、どうぞよろしく

お願いいたします。

学術研究支援室
室長　佐治英郎
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プログラム紹介

URA制度整備（Aメニュー）

URAの活動 （Bメニュー）
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URA制度整備 (Aメニュー)

プログラム紹介

京都大学におけるURA体制の構築
組織経営



URA制度整備 (Aメニュー)
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プログラム紹介

URAと学内組織との連携
組織経営
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URA制度整備 (Aメニュー)

プログラム紹介

京都大学におけるURA人材の雇用
組織経営



URA制度整備 (Aメニュー)
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プログラム紹介

URAの育成・キャリアパス
組織経営
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URA制度整備 (Aメニュー)

プログラム紹介

URA育成カリキュラム
組織経営

担当：天野URA
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

研究力分析チームA2D による「京大総研（仮称）」の形成
組織経営 ／ 基盤整備

A2Dの紹介　
担当：河本URA

A2D（Analytics, Analysis, and Design Team）は、大学経営・研究者
環境改善を念頭においた、本学ミッションに沿った形での研究力強化
に向けた施策立案に資する能動的提案を行なっています。業務の主軸

は、目的・研究者指向のゼロベース思考によるトップダウン分析・組
織デザインの観点であり、データに基づくボトムアップアプローチも
併用しています。本部事務組織、各部局主要教員とも協働し、本学各
種部会、委員会やそこでの施策策定へコミットしています。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

外部資金情報の集約と効果的な配信（鎗） 
基盤整備

担当：研究推進部
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

科研費申請支援タスクフォース
技術提供

タクスフォースの紹介　
担当：田上URA

研費申請支援タスクフォース（TF）は、科研費の申請支援をきっか
けとした「持続的な研究発展への貢献」を目的に活動しています。 
KURAでは、『科研費申請書の教科書』の発行などで、科研費申請を
支援してきました。2013年以降は、各部局に URA室が設置された

ことを生かし、「研究者個人に向けた申請支援体制の充実」も模索し
てきました。
 科研費申請支援 TFはこれまでの知識を結集し、組織一体化のスケー
ルメリットを活用することで、採択率の向上を目指しています。さ
らに、科研費以外の外部資金獲得や共同研究の開始など、科研費に
とどまらない「研究支援の好循環」の達成を最大の目標としています。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

CREST・さきがけ獲得支援
技術提供

プログラムの紹介　
担当：橋爪URA

イノベーション指向の研究を推進する競争的資金「CREST・さき
がけ」の採択数増加を目指し、公募研究領域に適する研究テーマを
持つ研究者に、適切なタイミングで十分な情報をもれなく提供する
とともに、応募研究領域にとって研究者の提案内容がより魅力的に
なるよう、申請書レビューや模擬ヒアリングなどを行っています。
URA間の「連携」と「情報の還流」の最適化を通じて、全学的な外
部資金獲得スキームを構築することで、効果的・効率的で質の高い
支援を提供しています。

研究者（採択者）の声
・ 申請書レビューでは見落としがちな客観的な意見をもらえたので
助かった。
・ 模擬ヒアリングで受けた質問・コメントのメモを活用し、本番で
の質疑応答対策を入念に行えた。
・ 模擬ヒアリングで受けた質問は、本番より厳しかった。そのおか
げで本番の質疑応答では詰まらずに答えることができた。

  ・URAは、研究者の視点も持ち合わせているので安心できる。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

プログラムの紹介　
担当：杉山URA

生命科学系大型競争的資金の AMED各事業において、提案書作成
とヒアリング審査を支援しています。重視しているのは、「研究内容」
と「各事業の趣旨等」の両方を理解した支援です。年間を通じて不
定期に数十事業の公募があり、公募期間も約 1カ月と短いため、迅

AMED研究費獲得支援
技術提供

速な情報伝達を目指して公募開始日に研究者へ情報を展開していま
す。また、「研究内容と事業趣旨が合致しているかどうか」といった
申請に関する相談も受け付けています。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

融合チーム研究プログラム SPIRITS
国際 ／ 学際 ／ 人際 ／ 資金提供

プログラムの紹介　
担当：天野URA

京都大学の改革と将来構想（WINDOW構想）に基づき、本学の国
際化の推進、未踏領域・未科学への挑戦、イノベーションの創出を
加速させることを目的とした学術研究支援室の中核事業として実施
しているのが、SPIRITSプログラムです。目的に応じて、国際型、
学際型の 2つのタイプのチーム研究を学内ファンドで支援しており、
これまでに、海外研究機関との国際共同研究協定締結や、人文社会
系と自然科学系の研究者を巻き込んだ、新たな学際研究ネットワー
クの構築などの成果を挙げています。

採択者の声
・ 当初予定していた国際交流のみでなく、訪問先で新しいネットワー
クを形成できた点で非常に役に立ちました。
・ 国際共同研究の開始にあたり、非常に有意義な制度だと思います。
・ JSTのプロジェクトで形成した学際的な研究組織の継続や、プロ
ジェクトで連携が始まった国際的な共同研究に非常に役立っています。
・ 手厚い支援により、研究者交流が進みました。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

【いしずえ】京都大学リサーチ・ディベロップメントプログラム
国際 ／ 学際 ／ 資金提供

【いしずえ】の紹介　
担当：園部URA

個人の研究プロジェクトの飛躍を支える「礎」となるべく、研究実
績や体制強化に向けた最後の一押しを支援する学内ファンドです。
KURAの他の事業とも連携することで、資金面だけでなく、研究内容
にまで踏み込んだきめ細やかな支援を心がけています。研究フェーズ
や年齢層に応じた効果的なファンド構築を目指して毎年事前調査を
行い、制度を設計しています。これらの企画・設計・運営・評価・
改善を通じて、URAのPM能力の向上も目指しています。

採択者の声
【科研費基盤研究（C）採択 准教授】
おかげさまをもちまして、今年度の科研費採択に至りました。これまで
何年間も当たらなかったにもかかわらず、前年度いしずえさんの研究
費で研究させていただいたことや、そのことを科研費申請書に書く
ことができたことが、採択の大きな要因だったと大変感謝しています。

【SATREPS採択 准教授】
今後 5年間のプロジェクトですが、「いしずえ」によって予備実験
が進み、見通しを立てることができました。深く御礼申し上げます。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

【みがき】英語論文校閲支援制度
国際 ／ 資金提供

【みがき】の紹介　
担当：若松URA

国際ジャーナルに論文を投稿する際に、研究内容が優れているにも
かかわらず、論文の英語が一定のレベルに達していないために採択
されないことがあります。【みがき】英語論文校閲支援制度は、より
レベルの高い国際ジャーナルへの投稿する研究者や、英語論文の作
成経験が浅い若手研究者を対象に、英文校正業者による校正サービ
スを提供しています。採択者は初回の校正に加え複数回の再校正サー
ビスが受けられます。

採択者の声
・ この制度のお陰で、採択された論文だけではなく、今後の論文等
作成の表現の幅が広がったと感じます。 多くの研究者が利用でき
る制度になればと思います。
・ 通常は自分で負担していたので経済的に助かります。
・ とても助かりました、有難うございました。今後も継続して特に
若手教員に対する補助を手厚くしてもらえると助かります。



27　

URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

分野横断プラットフォーム構築事業
学際 ／ 資金提供

事業の紹介　
担当：白井URA

本事業は学際研究のアイデアを芽吹かせる学内ファンドです。研究
者の斬新なアイデアと熱いモチベーションから、成果が思わぬ展開
に繋がることも珍しくありません。そもそも「研究成果」とは何か？
「研究力」とは何か？を深く考える機会にもなる事業です。

研究者の声
・ ワークショップ支援を得て遠方から話題提供者を招聘できたため、
これまでの関西地区における手弁当のイベントでは実現できなかっ
た全国区のネットワークが構築できつつある。一般公開イベントと
して広報したことで、不参加だった研究者にも我々の活動の趣旨が
伝わり、出張先や学会等で声をかけられるケースも増えた。
・ 所属する学問分野から任意に演者を集めて「セミナー／研究会」を
開催する経験は今までもあったが、明確なコンセプトの元に企画を
作るケースは初めてであり、勉強になったと同時にその難しさも実
感した。だが、ワークショップ後の交友関係の広がりや、参加者か
らの「楽しかった」という声をモチベーションとして、これからも
できる限りこのような取り組みを継続していきたいと思っている。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

海外拠点の設置：地域・文化を超える
国際 ／ 人際 ／ 広報

担当：神野URA
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

国際シンポジウム
国際 ／ 機会提供

担当：神野URA
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

海外ファンド獲得支援制度
国際 ／ 技術提供

海外ファンド獲得支援制度 の紹介　
担当：若松URA

Horizon2020、National Institutes of Health、AXA Research Fund
といった海外大型研究資金に対して、公募説明会等の情報提供を始め、
申請書のブラッシュアップ（英語および専門内容）、共同研究協定
締結の仲介、さらに採択後の経理手続きまで、URAが担当部局事
務と協力して進めていきます。大型研究ファンドだけでなく、個
人で申請する海外のファンド（Harvard Yenching Program、 Abe 
Fellowship等）も支援しています。

利用者の声
【Harvard Yenching Program 申請者】
・ 非常に懇切丁寧なご指導をたまわり、本当に感謝しております。（今
後の研究について）目標設定や道筋をより明確化していただき、引
き続き研究を進めていく気力が湧きました。
【Horizon2020 申請者】
・ 今回の件では大変お世話になりました。（URAの）皆さんのご協
力なしには文字通り不可能でした。
【AXA Research Fund Postdoc Program申請者】
・ I really appreciate your generous help and support through 

the application process. Thank you very much.
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

ジョン万プログラム
国際 ／ 人際 ／ 資金提供

プログラムの紹介　
担当：研究推進課

ジョン万プログラムは、京都大学の国際競争力の更なる強化のため、
次代を担う若手教員の国際的な研究活動の強化・促進を目的として、
在外研究（海外大学等での研究や国際共同研究への参画等）を行う

若手研究者を奨励・支援しています。若手研究者が海外の優れた大
学等研究機関において研究し、国際的な研究ネットワークの構築や
国際共同研究等の深化等によって今後のグローバルな研究交流等の
発展に資する基礎を築き、将来にわたる研究活動の国際展開や外部
資金獲得機会の拡大等に繋げることを目指しています。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

イノベーション・エコシステム構築事業
人際 ／ 産学連携　

事業の紹介　
担当：伊藤URA

学内の知の集約と連携を図る学術研究支援室（KURA）と学内外の産学
連携を橋渡しする産官学連携本部、京都イノベーションキャピタル、
関西TLO等が協力し、自然科学から人文社会までの幅広い分野において、

課題探索フェーズから協働する組織的な産学共同研究を推進・支援
しています。さらに、次世代起業家の育成事業シーズのインキュベー
ション支援等を通じて、京都大学におけるイノベーション・エコシス
テムの構築を目指します。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

イノベーション創出への地区URAの活動
人際 ／ 産学連携
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

次世代研究者育成プログラム
人際

プログラムの紹介　
担当：仲野URA

研究者としてのキャリアをスタートする直前・直後の研究ステージ
は学生から研究者への移行期ですが、連続するステージとして扱わ
れていません。また、研究科や指導教官によって何が伝授されて何
が伝授されないのかは、ブラックボックス状態です。その結果、研

究者として着任する頃にはすでに、研究者スキルに差がついている
可能性があります。研究者への移行期は、その後の長い研究活動の
基盤・基礎体力をつける上で大切な期間です。このステージにフォー
カスした支援・育成が、日本全体の研究の未来をたくましくする、
と考えます。このプログラムでは、アカデミア研究者のみならず民
間の研究者や企業などにおいて研究とのカタリストとなる人材の育
成も視野に入れています。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

人文・社会科学系研究支援プログラム
国際 ／ 学際 ／ 人際

プログラムの紹介　
担当：神谷URA

日本の大学は、人文社会系の研究力や評価の向上に関して、組織的
なバックアップに積極的ではなく、人社系研究は実績に見合った評

価を得られていないのが実情です。「人文・社会科学系研究支援プロ
グラム」では、人社系研究を巡る課題解決に向けて、（1）資源整備・
成果発信、（2）研究力の可視化、（3）外部資金獲得を柱とし、全学的
に展開する研究環境の整備事業と、個別 URAによるマンツーマン対
応とを併せた支援に取り組んでいます。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

KURA HOUR ‒ 研究支援のアンテナショップ ‒
人際 ／ 機会提供

KURA HOURの紹介　
担当： 天野URA

誰もが訪れやすい図書館のラーニング・コモンズで、定期的に
KURAや他の研究支援スタッフが研究者向けに研究力強化につながる
ワークショップ等を開催しています。KURA HOURの場は「研究支

援のアンテナショップ」であると捉え、URAを始めとする研究支援
スタッフを「顔の見える」身近な存在としてアピールし、支援体制
や支援プログラムの認知度アップを目指しています。また、講師の
スキルアップや、学内の研究支援組織間の連携にもつながるよう工夫
しています。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

タイポロジー・プロジェクト
基盤整備　

プロジェクトの紹介　
担当： 仲野URA

学術研究支援室（KURA）は様々な研究支援サービスを設計、運営し
ています。このサービスの価値を最大化するためにも、研究支援情報
を対象者に適切に届けることが重要な責務となっています。そのため、

情報伝達の達成度を評価することが、サービス設計の改善検討に繋が
ります。そこで、3000人を超える京都大学の研究者に対してどういっ
た支援が最適なのかを、日々検討しています。本プロジェクトは、「支
援情報」を媒体とし、「研究者目線」を合言葉に、様々な専門分野の研
究者と横断的に向き合いながら、支援事業改善の糸口を探ります。
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

学術研究支援室（KURA）のWEBサイト＋SNS運営
機会提供 ／ 基盤整備 ／ 広報

担当：笠原URA
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

国民との科学・技術対話活動支援
人際 ／ 学際　

担当：白井URA
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URA制度整備 (Bメニュー)

プログラム紹介

宇治地区DNAシークエンスコア
基盤整備　

事業の紹介　
担当：田上URA

DNA塩基配列解析の受託施設として京都大学の研究者に解析データを
提供する宇治地区DNAシークエンスコアは、研究の効率化と研究
費の有効利用を目指した事業です。

部局横断型の共用機器施設におけるパイロットケースの一つとして、
運営ノウハウの蓄積を目的に、学術研究支援室（KURA）が運営を
支援しています。
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